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〇本邦産めひしぼ屬二關スル雜記（津山尙） 

めひしば c _ 雌 日 芝） ハ# 二すもとりぐ さ c 相撲取草）ト モ言ヒ、 誰 デ、モノ 少牟時代ノ追 
憶二懷カシイ革デ アルガ、 又一方皇二生エルト仕末ノ惡イ雜草デ百姓泣カ セノ最タル モノ 
デ アルコトハ洋ノ 東西ヲ問 ハナイ 0 英名 ハ erab grass 卜言ヒ 、彼ノ地デ ハナカナカヨ イ秣. 
ヤ 乾草 ヲ 提供 スル 由デ アルガ、 日本 デモ 馬糧ニス ルタメニワザワザ 作 ツタリスルト言フ。 

邦產 ノ&ひ しぱ屬ノ植物 ハ 同樣=殆ン1、、、雜草デア ツテ ソノ 中ニハ 時代 ノ新舊ハ別 トシ 
テ、…遠イ外國カラ輸入サ■レテ增殖シタ モノ モ多イト思ハレル ノ デ、 ソノ ーツー ツノ 正確ナ 
命名 ハ 難カシク、恐ラク世界的規模ヲ以 テスル モノ グラフ 的硏究ニヨルノ デナ ケ レノぐ、 自 
信ヲ以テコ レダ ト斷定 スル コトン、困難デアラウ0日本等デ ハコ ウ言フ硏究ノ 揚合ニハ學間 
ノ歷史的發達ノ深 ミ ガ足リナイノデ非常ナ損ヲ スル 譯デ アルガ、 米國等デモ又歐洲二比べ 
レバ 同樣ノ嘆キヲ有 スルニ違ヒ ナイ。 

禾本ノ專門家タル Henrald 氏ハ以前カラコノ屬ノ分類二興味ヲ有シテ斗テ、旣二數年前 
カラコノ屬ノモ ノグ ラフヲ發表スルコトヲ豫吿シテヰルノデ、ソノ出現ヲ大イニ期待シテ 
ヰタ.ガ、最近ノ國際狀勢ノタ.メ、ソレモ何時ノコトカ判ラナクナツタ。東亞ノ熱帶ニハコノ 
屬二入ルモノガ意外二數多ク、非常二似タモノデアツテ、シカモ明カニ別ノ種=屬スル樣ナ 
モノガ多イノデ、 Henrald 氏モ言ツテ冲ル樣二古人ノ記載ダケニ賴ツテ種ノ異同ヤ離合ヲ 
論ズルコ トノ 、出來ナイ。コウ言フ狀態ニアルノデ邦產めひしば屬ノ各種ヲ凡テ明カニスル 
コトハ、自分=ハ到底不可能デアルガ、本田傅士ノ御勞作タル MonograpMa Poacearum 
Japoniearum (1930)ガ出版サレテカラ、旣二十数年ヲ經過シ、ソノ間二最近迄種々ノ人 
々ノ論著ガ發表サレタカラ、諸家ノ說ヲ紹介シカタガタ氣ノツイタコトヲ述べテ見タイ。 

コノ屬ノ學名トシテハ Panicum ャ Paspalum ガ用ヒラレテ斗夕音ノ時代ハ知ラナイ 
ガ、大體 二 於テ Digitaria ガ慣用サレテ來夕。所ガ、米囫デハ Nash 氏ガ、“めひしば 
類ノ 屬名卜 V テ Digitaria Heisteb ex Hallee , Hist . Stirp . Helv . II , 244, 1768 ハ 
Digitaria Heister ex Ad . anson , Fam . PI . II , 38 et 550, 1763 卜言フ先行名ガアツテ、 
後者 ハ 今日 ノめひしぱノ類デ•ハナク、全 ク別者 タル Tripsacum M ャ Coi ® 屬ヲ意味 スルコ 
トニ ナツテ4ルノ デ、ソレ ハ 用 ヒラ レズ、 ソノ 代 リニソノ 次 二 早ク出阪サレク Syntherisma 
Walter , FI . Carol . 76,1788 ヲ用フ べキデアル〇’， 卜言ヒ出シ、他ノ米國系ノ學者ノ支持 
ヲ得テ、最近迄 コノ 意見ガ行ハレ テ ヰタ〇所ガソノ後、米國ノ Hitchcock 氏自身、考へ 
ヲ變へテ ‘‘古ク カラ 用 ヒ憤レテ ヰル Di ダ itoria ヲ捨テルコトハ徒 ラ ニ命名上ノ變更ヲ多ク 
スルニノミ 役立 ツコト デア ルカラ、 Digitaria 二關シテハ命名 規則二 例外ヲ 設ケ テ、コレ 
ヲ所謂保留名=シタイ〇” 卜提言シ、 （ Hitchcock in Ehodora XXIX ， 114-119，1927； 
Mansfeld in Fedde , Eepert . XLIY , 296, 193 8) ソノ 他ノ 著名ナ禾本學者 Pilgee , 
Hbneald , Mansfeld ノ 諸氏 ノ 賛同ヲ得 テ、 IMO 年ノ命名規約會議ニ カケ テ殆ンド滿揚 
一 •致デ通過 スルバカ リ ニ .ナツ テヰタ〇 ソレ故 二戰爭ノタメ ニ舍議ハ 延期 サレ タケレドモ、 
Digitaria ヲ保留名 トス ル コトハ 殆ンド 旣定ノ 事實デ アル 0 東洋ノ禾本學者タル、我本 田 
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博士ャ耿以禮氏モ亦最近ハ賛成者デアル（本田正次：日本植物名彙 19.S9 參照)。ソレ故二 
以下ハ Digitaria 屬ノ T 二筆ヲ進メテ行キタイ〇 尙和名めひじはハめひしばノ音便デアル 
カラ、以下デハ特殊ノ場合ノ他ハめひしばヲ用ヒル。 、 

歐洲=最モ普通ナノ ハ D. sanguinalis (L.) Scopoli ， 1772 ( = Panieum sanguinale 
L. 1753) デアツテ小穂ノ第一苞穎ハ三角狀披針形デ長サハ5 mm 位、第二荀穎ハ全小穗 
ノ長サノニ分ノーニ達シテ平臥シタ白色ノ軟弔ガ多ク、第三荀穎（護親ノコト、以下同樣） 
ハ背面ノ平タイ部分ハ平滑デ、ソノ部二三脈ヲ鼯メ得、潁果ヲ抱イテ4ル爲二内曲’イテ斗ル 
稜角ノ所及ビ緣邊ニハ上方二向ツテ平臥シタ、長イ白色軟毛ヲ有シ、コノ毛ハ開花時以後二 
ハ廣ク開出スル 0 今迄コ ノ モノ ノ變種= sanguinalis var . ciliaris ( Eetzius ) Doell 
1843 ( —Panieum ciliare Eetzius , 178 6) トシテ知ラレテ來タモノガアル。コノモノハ第 
三 親 苞ノ稷•角ノ部二上述ノ毛ノ他二、ソレニ混ツテソレョ少數倍太イ剛毛ヲ多數姥狀ノ突 
起ノ臺ノ上ニーツ宛有スル型ノモノデアル 0 所ガ Henkald 氏ニヨルト P . ciliare Eetzius 
ノ 、南支 及ビジャパデ書 カレタモノデ、歐洲ノ sangunaMs ニノ、關係 ノナイモノデアルノデ、 

歐 洲產ノ剛毛 ヲ有 スルモノニ對シテ、新タニ subsp . pectiniformis Heneald (Blumea I , 
93,1934) 卜 命名シタ〇サテソレデ、ハ日本內地產ノ怂ひしばノ、如何卜言フニ、ソノ大部分 
ハ D. sanguinalis ソノ モノ ( subsp . vulgaris Henbald l . c .) 二屬シ、時二 pectiniformis 
型ノモノヲ混在 スルニ過ギナイ。後ノ型ノモノニツイテハ新タニ 《し硤め汉しば 卜命ジタ 
イ〇第三顏苞ノ剛毛ハ混在スル軟毛卜共二開花前 ニ ハ上方二向ツテ平壓サレテ斗ルノデー 
寸見難イガ'、開花後ニハ軟毛ヲ越ニテ櫛ノ齒ノ樣二癀ガルノデ明瞭トナル。日本產トョー 
ロッパ產トヲ較べテ見ルト 3 — -ロッ パ產ノモノノ方ガ剛毛ノ數ガ少ク且ツ太ク又ソノ基部ノ 
臺ヲナス疣狀突起ガ大キク明瞭デアルガ、日本產ノソレハ反對デアル。コレラノ平行シタ 
一連ノ蔚比的ノ性質ハ剛毛ノ敷ガ多イト言フコトカラ誘導サレル形態學的/制約二基クモ 
ノト想像サレル。卽チ日本產デハ剛毛卜剛毛以外ノ軟毛トノ差ガ少クナリ、拯ク豨ナ場合 
ニハ兩者ノ中間的ノ樣ナモノモ生ズル。支那產ノー故ノ標本ヲ見ルト歐洲型ノ-モノデアツ 
タデ、東洋ノモノト歐洲ノモノトガ對立シタ性質ヲ有スルトハ考へラレナイ。多クノ歐渊產 
ノ標本ヲ見レバ、ソノ中二或ハ日本產ノ樣ナ型ノモノモ發見出來ルカモ知レナイ。今ノ所、 
日本型卜歐洲型トハ命名シテ區別スル程異ツテヰルトハ考へラレナイ。唯ダ Heneald 氏 
ノ意見卜異ルコトハ剛毛ノアルモノガー般二基本型ノモノニ混生スルコト、又極ク稀デ、ハ 
アルガ中間型ガ生ズルコトモアルコトヲ考へテ、コノモノヲ變種トシテ扱ツタ方ガヨイト 
ノ デハナイカト考 ヘル。 卽チ Digitaria sanguinalis (L.) Scopoli var . pectiniformis 
( Henrald ) Tutama comb . nov . ( =B. sanguinalis subsp . pectiniformis Henrald 1. c .) 
トナル。 Digitaria ciliaris var . hystrix Steudel ex Miquel , Prolnsio FI. Japon . 
110m . nud. モ又コノ變種卜同一物デアラウト想像サレルガ、惜ムラクハ媒名デアル 0 今迄 
日本デ Syntherisma sanguinalis var . ciliaris めひしば又ハけめひしば卜言ハレテ斗タモ 
ノハ特二剛毛ガアル故ニソウ言ハレテ斗夕譯デハナク、第三荀頴二一般的ナ意味ノ毛ノ多 
イガ故ニソウ言ハレテ斗タモノデアル。第三遗|頁二一般的ナ意味デ毛ガ多イト言フノナラ、 
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殆ンド大部分ノ D. sanguindlis ハソウデアル（植物學雜誌X，和丈314頁牧野博士ノ記 
事參照）。ソレ故二ぶ . sanguinalis var. ciliaris デ于ク B . sanguinalis ノ基準型トシテ 
こめひしぱ卜呼バレテ4タモノ ハ、 ソレト對立的ナ意味デ、 • 毛ノナイモノ又ハ僅カニ毛ノ 
アルモノデアツタ。小生ハこめひしぱハ D . sanguinalis ノ貧弱型デアツテ、特二分類擧 
的ノ群ヲ ナス モノデハナイト思フ〇ソレ故二、めひしば、こめひしば及ビけめひしばノー 
部ヲ ！>• 卵 化びぬ (L.) Scopoli 卜呼ビ、代表的 ナ 和名 ハめ » しば トシ、又けめひしば 
卜言ハレテキタモノノ中剛毛ヲ有スルモノ、卽チ var. pectiniformis (Henrald) ノ、上述 
ノ樣二くしげめひしば卜呼ブ樣ニシタイ0注意スベ:キコトニハ var. pectiniformis ハめひ 
しばノ貧弱型ノ中ニハ出ナイコトデアル 0 又こめひしば卜言レテキタモノノ中ニハ、 7 狀態 
ノ惡イタメ、又ハ特二溫度ノ高イ地方=生エタタメニ貧弱ニチツテ、同時 二 毛ノ殆ンドナ 
クナツタモノノ他二、普通二生育シテヰルモノノ中、開花前ノ標本ナルガタメニ毛ガ目二 
ツカナイモノモ往々ニシテ誤ツテ混入シテ斗夕樣デ、アル。こめひしば二就テハ各自ノ色々 
ノ說 C 例へバ檜山庫三氏野草三卷四號ノ說）ガ今迄アツタガコノ 類 ニツイテハ後；モウ ー度 
述べル0 

めひしばニハ他二 sanguinalis var. mukmervis ( Honda) Kitagawa ， Lineam. FL 
Mansli. 72,1939 ( = D . multinervis Honda , 1936 = S . ♦sanguinalis var. multuiervis 
Honda ., 1924) f ぢめ彷しぼガアリ、第三荀穎ノ背面二明カニ5脈ヲ認メ得ラレルモノデ、 
アル0滿测、支那及ビ臺灣カラ知ラレテ斗ルガ、將來更二各地デ發見サレル可能性ガアル。 

尙本種ノ變種タル可キモノニ朝鮮、慶尙南道、'東萊、樂民洞デ柳幸太郞氏ガ採集シター 
標品ガアル0コノモノハ全棒無毛デ、大形デアリ、瘦穗軸ノ幅ハ廣ク、ソノ上二普通一個 
所 カラ2個 宛凿ヲ ナシテ配列シテ居ルべキ小穗ガ、4 個 又ハ3個 宛 叢生シテ出テキルモノ 
尹、アツテ、恐ラク細胞學的二變化ヲ起シタモノ，卜思ハレル〇ソノ學名ヲ 

B % g % tar%a sanguinalis (L.) Scopoli var, duplicata . Tuyama var. nov. A typo 
differt, foliis cnlmisqne robustionbus glaberrimis, rhachidibus spicarum latioribus 
aa 1.5 mm latis, spiculis glabriuseulis et quartanis vel ternatis non binatis dense 


dispositis. 

Spec, typicum : Ty6sen, Prov. Keisyo-nando, tractu Torai^ Eakuminclo, in agris 
(leg. Kotaro Yanagi, no.19, Aug.16,1928 in Herb. Univ. Imp. .Tokyo ), トシ、お 
it め Z4 し紱卜呼ビタイ。 


從來 Synfherisma sanguinalis var. evalvula トサレテキタモノ ノ中、琉球、薹灣及 
ビ九州南部カラ報吿サレテキルモノハ Digitaria microbachne (Pkesl) Henrald, 
1930 ( —Pamcum imcro^aohne Pbesl ^ 1830 —Panicum sanguinale var . microbacJme 
Hackel in Englee^ Bot. J ahrb . XIII，259， 1891 — Syniherisma microdachne Hitch¬ 
cock, 1922) デアル0コノモノハー見 sanguinalis 二近イガ、數 cm 以上10 cm 二 


達スル主軸ノ上二疎開シ、又ハ數段二離在シテ輪生スル瘦穗ヲ有シ C 尤モ D . sanguinalis 
モ伸ビタ主軸ヲ有スルコトガアルガ、程度ガ低イ〇)第一荀頴ハ無イカ又ノ、極小彩デ 0.2imn 
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以下、第二荀穎ハ鈍頭デ、小穂/數分ノーノ長サシカナイ。莖ヤ葉ノ毛ハ！). sanguinalis ノ 
モノト同樣デアル0初メ ： Presl 氏ニョッテ報吿サレテ以來、原標本ノ產地ハ不阴ノ儘デア 
ルガ多分フィリッピンダト想像サレテヰル0今ハオーストラリヤ、メラネピア、ポ丄ネシア、 
マレムシア 、南支、印度支郵、印度二分布スルコトガ分ッテ斗ル0日本デハ臺灣、琉球ニノ、 
最モ普通デ、査美大烏ニモアル。或ハモツト北ニマデ分布シテヰルカモ知レナイ。小笠原島 
ニハナイガ、我南洋群島ニハ入ッテキル。南洋群島ニハ第二荀穎ガ全然無毛ノキノガアル0 
琉球及ビ臺灣產ノモノハ第一遗頴ガ全然ナイモノガ大部分ヲ占メ、第一造頴ヲ認メ得ルそ 
ノハ十 數枚ノ 中唯一 枚 ノ檩本二於テニ過ギナカッタ〇又臺灣產ノモノノ中ニハ第二苞頴ガ 
小穗ノ三分ノーニ迄達スル程大モイモノモテル〇南洋產ノモノノ、第三荀頴ノ側脈ノ內方二 
更二別ノ脈ガ接近シテ明力二見ラレルグ、琉球、臺灣ノモノハソレ程明カデナク、時ニハ全 
ク不明トナル 0 シカシコレラハ皆種ノ中ノ變化ノ範圍內ニアルモノト考ヘラレル 0 Merrill 

氏及ビ細川氏ガ _ D . corymbosa ( Roxburg ) Merrill ( Enum . Philip . Flow . Pl . I , 53) 
ノモトニ引用シク乙ィリッピン及ビ南洋群鳥ノ標本 ( Journ . Trop . Agr . Taihoku ^ VII -4, 
31 4) ノ、本種デアラウト思フガ、ソコノ異名中ニハ不鍊分子ガアル。ソノ名ノモトニナツタ 
£ asp alum corymoosum Boxbueg ハ Hitchcock 氏ニヨ レパ’ (Lingnan Sci . Journ . VI 丄， 
211) 不確カナモノデ、恐ラク別物デアラウ。本種ノ和名ハ早田博士ニョッテちもるめひ 
しば卜命名サレタガ （ Gen . Index Pormos . PL 95, 1916)、 コレハ Panicmn sanguindle 
var # Umorense Hagkel , 1904 {=^ D%gitaTia sanaumahs var . umorense ^ ELayata ) 卜 g 
フモノニ1904年以來間違ッテ當レラテヰタ時代 ( Faurie , no . 745) 二付ケラレタ名デア 
ッテ、寧〇 var. evalvula 二附セラレタ本田博士ノめ ZA しばもど逢ガ適當•デ、ァルト思ハレ 
ル 0 var . evalvula ハ尙他ノ種ヲ合ンデヰルコトガ判ツタガ、ソノ type ハ檩本上ノ證據二 
ョツテ、臺灣產ノモノ卽チ及 microlmchne デアルコトガ明ラカデアルカラデアル。ソレ 
ョリ後レテ細川氏ハ南洋產ノモノニ就テなんごくめひしばノ名ヲ興へテ斗ル。尙耿 （ Ke ^ g ) 
氏ガ海南烏ノ 唯一枚ノ 標本カラ書イ タ Digitaria hainanensis Hitchcock ex Keng ，1935 
ハ同氏ガ言フ樣二 D . pruriens ニハ近クナクテ、寧口 D . microlmchne 二近イト思ハレル 
ガ、コノモノ ノ、小穗ノ長サガ2 mm 二過ギズ、小穂柄ハ 0.5-1. 0 mm シカナイ由デアル 0 
臺灣ノ ！>• microbachne ハ 2.5 mm ノ小穗ヲ有シ、小穗柄ハ例外的二短イモノデモ 1 mm 
ニナ ルニ過ギナイカラ、コレ トハ 關係ガナイ樣デアル。耿氏ハコノ種ガ更ニ フ ィリッピン ヤ 
馬來ニアルコトヲ期待シテヰル。 

小笠原烏產デ var . evalvula トサレテ斗ルモノハ Digitaria pnsriens Buse ， 1854 
(=Famcum prunens Fischer ex Trinius ，1826 =：Syntherisma pruriens Arthur ， 
1919 ^Panicum sanguinale var . pruriens Drake ， FI . Polynes . Fr . 249, 1892 = 
Paspalum sanguinale var . pruriens Hooker fil . ? 1896 —Digitaria sanguinalis var . 
pruriens Hooker fil . ex Rendle , 1904 = Syntherisma sanguinalis var . pruriens 
Hooker fil . ex Eendle , f 1904 i = Syntherisma sanguinalis var . pruriens Hoistda ^ 1930 
=Digitaria consanguinea G - audichaud ^ 183 Q 二 Syntherisma consanguinea Skeels ^ 

■ 9 — 
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191 3) デアル。コノ種ハー見！). 似 I 沿二近イ樣二見ヱルガ、往々大形ノ株ヲナシ、下 

部ハ膝曲シ時ニノ、ソノ部カラ發根スルコトモアルガ、後者ノ樣二葡フコトハナイ 0 葉鞘二 
ハ白色ノ長イ 稍 軟イ毛ヲ開出シテ密=生ジ、花穗ヲ長ク抽出シ、瘦穗ハ數多ク、 一般 二十 • 
數本二達スルコトモアリ、顯果ガ成熟シテ落下スル時期二到ッテモ、尙上方二直立シタマ 
マ、束ネラレタ樣二集ッテ牛ル。本種ハ小笠原島二つ勿論日本ニハ初メテノ報吿デアル。 
和名ハ花穂ノ形狀カラは捻逡め饮しばトシタイ。.小穗ノ第一荀頴ハ全然ナイカ又ハ極小形 
デ、長サハ〇 .2 mm ヲ越ヱズ、第二苞穎ハ圓頭デ毛ハ少ク、小穗ノ三分ノー位ノ長サ=シカ 
達シナイ (Tr^ntcts, Sp . Gram . 丄 con Descr . I , t. 92; Hitchcock in Mem . Bernice P .. 
Bishop Mus . YIII --3, 174, fig . 62 參照）〇元來ハハワイトマーケッサスデ記載サレタガ、今* 

ハ、 ポリネシアー般卽チタウモツ 、ルルツ、 て，テア、ラロ トンガ、 ラ ハ。 及ビメラネシア, 
ノ中サモア、 ニュー カレドニア、 トンガ、 ノイメッ クレンブル グ及 ビニュー ギニアノ高地 

(Hitchcock in Brittonia II , 120) 二知 ラレ、 更二 Hillebrand 氏ニョ レバ モル ッカス、， 

スマ トラニモアルト言フシ、 Henrald 氏ニョレノ s ' マ v ーシアー般二普通.デ、アルト言ハレ 
ル。本種ハ熱帶二於テ牛及ビ馬ノタメ ノ良好ナル乾草ヲ提供スルモノデアル由デアル 
( Hillebranb , frl . Hawaii Isl .; Hitchcock :1. c .) 0 小笠原鳥デハ最モ普通デアルガ、，日： 
本ノ他ノ地方カラハ確カナ報吿ガ士イ〇 ミクロネシア ニモナイ樣デアル。本種ハ 
: nguinalis var . pruriens Hooker fiL ex Rendle (in Journ . Linn . Soc . Bot . XXXVI , 
326) トシテ例ノ Einggold 及ビ Eodgee 兩氏ノ探撿 二 植物學者トシテ參加シタ Charles 
% Wright 氏ノ採集品ニョッテ、琉球カラ報吿サレテ斗ル。コノ變種ノ同定ハ Paspalum 
sanguinale var . pruriens Hooker fil.(FL Brit . Ind . VII ,15) ニョッタモノ ト思ハレ 
ルガ、眞ノ几 pruriens ガ琉球二產スルカドウカハ、ソレガ J . D , Hooker 氏ガ言フ樣二 
印度二產スルカドウカガ 疑問 デァルト同樣二甚ダ 疑問 ノ餘地ガァル。 

琉球カラン、同ジク Eendle 氏ニョッテ例ノ Captain Beechey ノ Blossom 號二同乘シ 
夕 Lay 及ビ Collie 兩氏ノ採集ニナル瘭本二基イテ Digitaria sanguinalis var . extensa 
Hooker fil . ex Eendle (1. c .) ガ報吿サレテ牛ル 0 コノモノハ印度デハ Paspalum san ¬ 
guinale var . ext ensum Hooker fil .(1. c .15) トシテ記载サレテヰルガ、最近ハ！). extensa 
(Hooker et Arnott 1 ) Henrald in Blnmea I , 100， 1934 ( = D . marginata var . extensa 
A . Gamus in Lecomte, FL Gen . Indo-China VII ， 401, 1922) ナル獨立種トシテ認メラ 
ナレル樣ニナッタ。本種モ同樣二 IX sanguinalis 二似タモノデアルガ、第一荀観ガ非常 
二大形ニナッテ小穗ノ半長二達スルモノデアル由デアル0琉球カラノコノ樣ナ標品二接シ 
タコトハナイガ、 Eendle 氏ノ標本ガ眞ノ意妹ノ ！>• extensa デアルカド、ウカハ原標本ア 
見ナヶレバ 斷定出來 ナイ。 

朝鮮ノ濟洲島カラ var . ewkuZa トシテ報吿サレタ檩本ハ Digitaria chinensis Horne - 
MAim デァルト思フ0和名ハぬ:よめ汉しば卜 シタイ 0 本種ハ以前ニ ハ Digitaria timorensis 
( Ktjnth ) Balansa ( = Panicum sanguinale var . timorense Hackel in Bull . Herb . 
Boiss . pro 190 4, 528) トシテ知タレタモノデアルガ、 Christopherskn ■氏ノ紹介ニョ 
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ルト (Bermce P . Bishop . Mus . Bull . no .128 — Samoan Flowering Plants , 8,1935) 
“Hitchcock 氏ガ D . chinensis Hornemann FI . Hort . Hafn . Suppl . 8 (1819) / type. 
ヲ檢査シタ所、！). timorensis (Ktjnth) Balansa, 1890二他ナラナイコトガ到 ' タノデ、 
後者二代ッテ出版年代ノ古イ前者ヲ用ヒルコトニナッタ’’卜言フノデアル。本種ハ以前二 
ハ！). deMlis Willd. 卜見ラレテ•+タコトモアルガ、コレハ地中海方面ノモ.ノデ別種デア 
ル。本種モ又 D. sanguinalis 二似テ斗ルガ全體ガ織弱デ莖葉ニハ毛ハナク、 C 小笠原鳥 
產ノ ー檩本こハ葉身ノ基二 2-3 本ノ毛ガ認メラレル〇)、瘦穗ノ、 2-3 本アリ、稀二4本ニナ 
ルニ過ギズ、コレモ細小デ、第一荀顯ハ殆ンド、見ヱナイカ又ハ極ク小形デ、.狹三角形ヲ呈 
シ長サ 0.2 mm 以下デ、他ノ上方ノ巷顆ヨリ少シ隔ッテ下方=附イテヰル。.第二萏穎ハ 
D. sanguinalis 1' 同樣二尖ルガ小穂ノ半分以下デ住々位ニシカ達シナタテ、ソノ上ノ 
毛モ殆ンドナイカ、又ハ緣邊ニノミ認メラレル程度デ'アル。本種ハ小笠原鳥ニモ、南洋群 
島ニモ產シ、記錄ニヨレバ ハワイ ソノ他 ポリネシア 、 マレ—シア 、南支、佛領印度支那二 
分布スル0東大ノ臺灣琉球ノ標本中ニハ見出セナイガ、恐ラク、同地ニモ產スルコトト思 
ハレル。本種ハ！}. sanguinalis ノ 貧弱形 C 特二南方型ノモノ）トノ區別ガ時=甚ダシク明 
暸デ'ナイ。 saw 夕 wi 腿 Zis ハ南方ノ小笠原烏ヤ臺灣二到ルト大體ニッノ型ヲ示ス樣二思フ〇 
ーッハ全體ハ水々シクテ （ flaccid )、 無毛ニナリ、葉ハ厚ク短クナリ、匍ハズニ、瘦黎ハ 
内地產ノ型ノ儘ノ太サト數トデ短クナルモノデ、他ノーッハ葉質ハ薄ク、細ク、長クナリ、 
一般ニヨク制ヒ、瘦穗ハ2-4個二減ジ、且ッ細クナリ、小穗ノ配列ガマバラニナル0前/ 
型ハ小穗ノ細部ノ性質ガめひしば卜殆ンド•全ク同ーデアルガ、後ノ型二於テハ第一、第二 
ノ雨奄親ガ、標準型ヨリ小サクナリ、コノ傾向ハ特二後ノ型ノモノ ノ中毛ノ少イ型、卽チ 
外見上、！). chinensis Ha 皿 emann 卜區別ノ着キ難イ型ノモノニ方令テ著シイ樣デアル〇卽 
チ第一荀親ハ 0.3 mm 位迄連續的ナ段階ヲ經テ小サクナリ、第二荀威ハ小穗ノ全長ノニ分 
ノー位迄二小サクナツテ4ル。シカシ、ソレ デモ！). chinensis ノ 第一查 I 頁ガ 0.2 mm 以下 
シカナイノニ比べレバソニ間二明カナ不連續ナ所ガアル樣二思ハレル。勿論、臺灣ニモ上 
二述ベタ貧弱型ノニ者ノ中間ノ型ガナイ7ケデハナク、又標準型ノ Z ». sanguinalis ガナイ 
ヮケデハナイ。後者ハ苘地デ、アマリ暑クナイ所二生エルモノデアラウ。シカシー舷二臺灣 
ノソレハ內地ノソレヨリモ貧弱デアルコトハ爭ハレナイ。コレラノ貧弱型ハ內地ノ處々二 
モ生ズルノデ、こめひしば卜稱セラレルモノノ大部分ハコレデアルコトハ上二述べ夕〇或ハ 
想像シテ見ルニ他ノ多クノ雜草卜同樣=めひしばモ亦ソノー部ニハ少クトモ輸入サレテ、 
繁殖シタモノモ含ンデヰルニ違ヒナイ。ソウシテ見ルト世界中イグコノ他ノフ_»二之ヲ見 
テモ D . sanguinalis ヲ含ンデ、斗ナイ所ハナイト言ハレテ斗ル位一•般的ナ雜草デ、アルカラ、 
ソノオ互ヲ輸入シ合ツテ混淆スル普デ、アル。コノ種ノ中ニハ地方的ノ變化ヲ旣二生ジテキ 
，テ、ソノ各型ノ中ノー部ガ日本二輸入サレテ繁殖シテ牛ルト言フコトハ考へラレナイコト 
デノ、ナイ。或ハ更二想像スレバ、他ノ地二產シ D. sanguinalis 二非常二近イ別種ガ令日本 
デ'！). sanguinalis ト シテ通ツテヰルカモ知レナイ。モシソウ言フ.コトガアルトスレバ、ソ 
レノ、上=述ベタこめひしばノ種々型ガソレデアラウト思ハレルガコレニ關スル委シイ硏究 
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ハ將來二俟チタイ。 Digitaria formosana Rendle , 1904しまめひしば C 松村：植物名彙9 
版，142頁191 6) 又ハたいわんめひしばハめひしばノ南方型ノモノデナイカト思フ。 Eendle 
氏ノ記相丈ヲ讀ンデ、見テモ、ソノ中二決定的二兩者ヲ區別スル性質ハ書カレテ斗ナイコト 
ガ判ル 0 キュー植物園ニアル type ノ寫眞ハ幸ヒニ山本由松博士二 3 ツテ發表サレテ （ Joui . ii . 
Trop . Agr . Taihoku , IX ，383, fig . 29) 見ルコトガ出來ルガ、ソレヲ見 r モ反證ハ擧ラナ 
イ〇少クトモ Syntherisma formasana トシテ東大ノ檩本室ニアルモノカラハジウ思ハレル。 
var . Mrs 似 a ノ樣二葉身ャ葉鞘二毛ガアリ、小穗二.明瞭ナ毛ガ出ルコトモ亦！). sanguinalis 
ノ變化範圍二包含サレルト思フ0 

上二述べ夕樣二！). sanguinalis ハ世界中ノ溫帶カラ熱帶二一般二見出サレナイ所ハナイ 
位デナルガ、熱帶ノモノハ別種トシテソレカラ分ツべキデアルト言フ意見ガ最近迄二 Nash ， 
Stapf, Pilger, Heneald ノ諸氏ニョ■ツテ支持サレテ來夕〇ソレデ熱帶性ノモノハ熱 帶ァメ 
リカデ初メ テ記載サレタ Digitaria adscendens ( H . B . K .) Hbnk-ald, 1934 (— Fanicum 
adscendens H . B . K ., 1815 = Digitaria marginata Link ， 1827 Syntherisma margi - 
nata Nash, 1912 —Digitaria fimbriata Link, 1821 = Panicum fimbriatum Kunth, 
1829 = Syntherisma fimbriata Nash ， 1898 = Panieum LinManum Kunth, 1929 = 
D . sanguinalis var . marginata Peenald in ~Sihodora XXII , 103， 1920 = Panicum 
sanguinale var . longiglume 1. marginatum Doell in Martius, FL Bras . II —2,133, 
1877 — JO . marginata var . fimbriata Stapf, 1819) デ、アルト認メ ラレタ〇 Nash 氏ニョ 
レパ （North Amer . F ’ l . XYII -2, 15 4) D . sanguinalis ノ小穗 ノ長サハ 2.5 mm デ多少 
圓味ヲ帶ビ、第二苔潁ハ小穂ノ半長二達スルニ過ギナイガ、 I >. adscendens ノソレハ3 mm 
以上二達シテ細ク、第二舊穎ハ小穗ノ四分ノ三又ハ五分ノ四二達シ、花穗ハ長ク抽出スル 
ド言フ。パ、生ガ南洋ノパ？才島、及ビャッて島デ採ッタ檩本ハ小穗ガ 4 mm モア！;、第二 
苞穎ハ小穗ノ五分ノ四位二達シ、第三荀頴ノ緣邊ノ軟毛ガ多イモノデアル0ソレ故ニコレ 
ハ D . adscendens デアルト思ハレル〇 => ノ標本ハ又フロ上ダ產ノ本種卜思ハレルー檩本卜 
モ大體二於テー$欠スルコトヲ確メタ0和名ハ新シクねつた V * めひしぱトシタイ0日本デ充 
分二發育スルめひしぱハ南下スルニ隨ッテ旣二小笠原島及ビ薹灣ノ平地デハ貧弱ナ形ニナ 
ルノデアルカラ南洋方面トノ間ニハ確力二分布上ノ不連續サガアル樣=思ハレル0尤モ 
Nash 氏ノ定義モ必ズシモ正確デ、ハナイ 0 歐洲ノ多クノ D . sanguinalis ノ標本ヲ檢査シ 
テ見ルト多クハ小穗ノ長サガ 2.5 mm 程度ノモノデアツテ、第二荀穎ハソノニ分ノーニ達 
スルモノガ普通デアルガ、フランスノー標本デ、ハ小穗ノ長サガ '3 mm ヲ僅カニ越シ、第二 
荀顯モ又三分ノニ位二達スルコトヲ確メ.夕。日本/めひしばノ多クハ小穗ノ長サガ3 mm 
前後ヲ示シ 、中ニ ハ 4 mm 二近イモノモア 9 、第二荀親ハソノ三分ノニニ達スルモノガ多 
イ■ガ、二分ノー位ノモノモアル。又第一苍穎ニモ變化ガアツテ、ソノ長サノ、 0.5 mm 位ノ所 
ガ歐洲デモ甘本デモ普通デアルガ、日本產ノモノハ 0.6 mm ご達スルモノモアリ、小サクナ 
ツタモノデハ 0.3 mm 二達スルニ過ギナイモノモアルノノ、上二觸レタ通リデアル。 Nash 
氏=ョレバ！). sanguinalis ノ第三奄穎ノ脈/上方二剛毛ガアルト言フガ’ (North Amer . 

— 12 — 



本邦產めひしば屬二關スル雜記け聿山尙） 


13 


FI . XYII -2, 154). 日本及ビ歐洲ノモノニハソノ樣ナモノハ認メラレズ平滑デアツタ。 
Henrald 氏ニヨ レバ！). adsceMens - モ又 pectiai/ormis 型ヲ生ズル 由 ( Bluuiea ,1. c .) 
デ、、 コレハ氏 ニヨレパ K . sanguinalis Y 平行的 二 分化 シタモノデア ルト言フコ トデアル。. 

薹灣ノ高雄ノ壽山デ A . Heney 氏ガ採集シテ、 Eendle 氏ニョツテ Digitaria Henryi , 
1904 へんリ*-め汉しば トシテ記载サレター種ハソノ後 Hitchcock 氏 （Lingnan Sci . 
Journ . VII ，21 1 ).、山本博'士 (1. c . type ノ寫眞ハ382頁ニアル〇)ニョッテ更.二南支、印: 
度支那，ス J 卜之ニモ產スルコトガ明ラカトナリ、又東大及ビ科學博物館ノ標本ニョレバ、 
沖繩及ビ與那國島ニモ產シ、紅頭喚=モ產スルコトガ判ッタ（臺灣以北ノ分布ハ新報告デ、 
アル。）又以上ノ分布型カラ見レ’バ或ノ、フ イリッピン ニモ產スルノ デハナイカ ト想像サレル。 
本 種 ノ莖ャ 葉 ハ全然無毛デ、普通形ノ刀. sanguinalis ョ リ全體ガ小サク、花穗ノ軸ハ太グ 
直線的こ出デ、，瘦穂ハ上向シテ、短ク、各ノ長サハ不揃ヒデアリ、小穂ハ小サク、 2.5 mm 
位、瘦穗ノ軸ノ幅ハ 0.7 mm 位 （ Hitchcock 氏ニョレバ 0.5 mm ) =達シ、第二查潁ハ小. 
穂ノ半長又ハ以下デ、、第三荀颖ハ親果ヲ少シク起出シ、ソノ緣邊ニハ上向性ノ賴狀毛ガ密 
生シ、特二先満デノ、ソレガ集ツテ著シイ〇 . 

以上述べ夕邦產ノ各種ハ凡チ、頴果ガ披針形又ハ橢圓狀披針形デ、黄色、黃褐色又ハ淡 
黃色二熟スル性質ヲ有スルガ、更二臺灣二產スル、 Digitaria sericea Honda , 1930=( 
Syntherisma sericea Honda , I 924 ), 苕ぬ仔必 24 しぼ 、 Digitaria Hayatae Honda , 1930'! 
(— Syntherisma Hayatae Honda , 1924), びち—どめ W しば Digitaria magna ( Honda )； 
Tuyama comb . nov . (= Syntherisma magna Honda , 1930), お®びろ—どめ汉しぼ、. 
Digitaria barbata Willdenow , 1813 ( —Panicum bar datum Kunth , 1829), ふた. 
浅ためびしは、ノ备種モ亦同樣デアル。'紅頭噢ノミカラ知ラレ斗テル Digitaria Sasakii 
( Honda ) Tuyama comb . nov . (= Syntherisma Sasaldi Honda ), 3 なんご《め汉しばモ. 
亦コノ群二屬スルガ D . JTewrj / i 二非常二近イモノ ノ樣二思ハレル。唯、第二、第三ノ兩舊. 
潁ガ全ク平滑デ'アル點ガ異ナル。上ノ中： D . lar - bato , ハ薹海/他二南支、馬來半島、ジャバ 
=アリ、瘦穂ハ普通二個シカナタ、廣ク開出シテソノ上二形態ノ全ク異ツタ小穗ガー個宛. 
一組ニナツテ配列シテ斗ルノデ、大分趣ノ變ツタモノデアル。本田博士ハコレニヨツテ 
Hetei ’ osyiithei ’ isma ’ナルー新節ヲ設ケテ居ラレル。臺灣デハ1899年= Haokel 氏二 3 ツ 
テ初メテ報吿サレタ〇往々本種ノ異名トサレル Digitaria heteranthum Merrill ハ別ノ種： 
デ'アルト思フ。 . 

以下二述べル各種ハ、割合二小形ノ長橢圓形又ハ長備圓狀卵形ヲ呈スル小穗ヲ有シ、親 
果ハ黑色、黑褐色又ハ紫褐色二熟スルー群二屬スル0 

日本ノ禾本學ガ未ダ黎明期ノ頃松村博士ハ牧野博士、田代安定氏、 Faueie 氏、 Taquet 
氏等卜共=禾本ノ專門家タル Hackel 氏二採集品ヲ送付サレテ鑑定ヲ乞ツテ居ラレタ。 
ソノ結果ハ. Hackel 氏ノ新硏究トナツテ多タノ論文ニナツタガ、一方ソレハ松村先生ノ御 
著書ニモ反映シタ〇鬼生ノ Index PI . Japon . ニハ Panicum glabrum Gaudin - ( p . 70) 
及ビ P_ violascens Kunth ( p . 73) ガ擧ゲラレテ斗ルガ、其ノ後出版サレタ、 |留 先生ノ改 
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訂植物名囊 （9 版）ニモ又コノ雨種ハ別種トシチ登載サレタニモ關ハラズ、共二あきめひじ•: 
li 卜書カレテ年ル〇コレヲ文字通リニ解釋スレバ日本二於ルコノニ種二同ーノ和名ヲ與へ 
ラレタカノ樣二見ラレルガ、先生ハコノ雨種ノ異同二關シテ疑問ヲ持ツテ居ラレタ樣二想、 
像サレル 。 Index PI . Japon . ノ 中ノ P . glalrum ノ產地ヲ見ルト、 Hackel 氏ガ Fmjrie 
氏ノ採集品二基イテ日本產ノ其ノ種ヲ初メテ報吿シタ時ノ （ Bull . Herb , Boiss . pro 1899, 
643) 產地卜全ク同ーデ、、ソレ以上ノ追加モナケレバ、差引モナイコトヲ知ルノデアル〇ソ 
レ位日本ノ學者ハ Hackel 氏二賴ツテキタノデアル 0 所ガソノ Hackel 氏自身ガ後二述 
ベル樣 二、 少クトモ初メノ中ハコレラヲ混同シテキタノデハアルマイカ。シカシ後二到ツ 

テ ( Oesterr . Bot . Zeitschr . LI , 329, 1901) 氏ハコノニ種ノ特徵ヲ次ノ樣二明瞭二書イタ 0 
“ P . glabrum Gaud. Annnuin , decumbens ; racemi 2 —5 ， demum patentissimi ， 
spiculae ternae , 2-2.5 mm lg.，pedicellis glabris fultae , gluma II pube parce，pilis 
apice leviter clavatis . 

P . violascens Kuistth. Aimmim ， ascendens , racemi 3—5 ，demum patentissimi ,1—2 
infimi distantes , spiculae ternae , 1.6—1.8 mm lg ., pedicellis glabris scabris fultae ; 
gluraa II et III pube brevi non davata •” 

コノ區別點ノニ部ハ松田定久氏ニヨツテ植物學雜誌 XXVIII 卷，和丈 3 59頁二紹介サレ 
テキ ル。 同氏 ハ 日本產ノモノニ ハ 觸レテ 各 イガ、.中支二 Digitaria violascens Link 
(—Panicum violascens ) ヲ產シ、滿洲ど ！ 似 a Peesoon ( =Panimm 

: glatnrn ) ヲ產 スルト 言ツテ斗 ルガ、 コレ ハ 全ク正デイ見解デアツタ。 

サテ今日、日本內地產ノ Digitaria Ischaemum 卽チあきめひしぱ卜言ハレテ居ルモノ 
ヲ見ルト、明力=三種ヲ交へテヰル樣二思フ〇コ'レヲ丈獻ヲ度外視シテ攘本ダケニヨツテ 
見ルトソノ差違ハ次ノ樣=ナル。卽チ、第一種ハ莖ハ平臥傾上シ、下部ノ各節デハ發根セ 
ズ、葉ハ割合二小サクテ莖上ニハ多クナク、鞘葉及ビ葉面下部. 二 開出スル割合二長イ散毛 
ヲ極小量=有スル以外ハ全ク平滑デ、アリ、瘦徳ハ 2-5 個デアルガ3個ノ場合ガ最モ普通デ、、 
成熟斯ニハ廣ク開出スル。瘦穗ノ軸ニハ翼ガ出デ、テ平タク、ソノ幅ハ約 1 mm 許、小穗二 
ノ、伏毛ガ脈間二稍密又ハ疎二上向シ v ソノ免端ハ棍棒狀二肥大スルカ又ハ鈎形又ハ堝卷形 
二卷ク〇乾燥標本デハコノ.％ハ多クノ場合縮レテヰル。小穗ノ長サハ2.1-2.3 mm 許デ第 
一苞顯ハ膜質デ廣ク截頭鈍形デ、、强ク第三査親二密着シテキル揚合 ニ ハ見難イコトモアル0 
第ニノ種ハ莖ハ斜上シ c 貧弱ナモノデハ直立スルコトガアル。）、全體ハ大形デ時ニ ハめ 
ひしぱノ普通入型ノモノ位=ハナルガ葉ハヨリ小.サク、詰ツテ生ジ、莖二從ツテ上方二迄 
到ル。全體ハ無毛デアルガ、第ーノ種卜同樣二葉面ノ基部ャ葉鞘二毛ヲ散生スルコトガ多 
イ〇瘦穂ハ^ *9 個デアルガ、 4-5 個ガ先端二集ルノガ普通デ、下方ノソレハ屢々稍離在シ、 
涵ク僅カナ例外ヲ除イテハ成熟期二到ツテモ廣クハ開出セズ、屢々瘦穗ノー部ガ外方二向 
ツテ灣 曲スル 0 瘦穗 ノ軸ノ 幅 ハ 0.8 — 1.1 mm デ、 普通ハ1 mm 位デ、 小穗ノ長サ ハ 1.65-1.9 mm 
アツテ、上ノ種ヨリ明カニ小サク第二、第三荀穎ノ脈間二伏毛ガ稍密二上向シテ平臥シ、ソ 
ノ 先端 ハ 肥大 セズ尖ル。第二卷頴ハナイ カ、 又ハ 有 ツテモ殆ント、、不明瞭デアル。 
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第三ノ種ハ直立シ、一般二無毛デ、アルガ、散生毛ヲ有スルコトハ上ノ種卜同樣デアル、 
葉ハ細ク長ク尖リ、莖ノ上方ニノ、ナク、別言スレバ花穂ノ軸ヲ長ク超出スル0軸ノ太サハ 
.上ノニ種ヨリ織細デ、瘦穗ノ数ハレ5個デアルガ、 3 - 4 個ガ普通デ、、上端二集リ、直立ス 
■ルガ先端ノ、外ニユルク反曲スルコトガ多ク、時二1- 2 個ヲソノ稍下方二離在スル。ソレラ 
ノ、成熟期二到ツテモ廣クハ開出シナイガ外方二灣曲シテ來ルコトガ多イ〇瘦穗ノ軸ノ幅ハ 
•0.6-0. 7 mm デ、小穗ノ長サハ上ノニ者ノ何レヨリモ短ク、1.4 -1.6 mm ノ中ニアル。第一荀 
.题ハ缺除シ 、第二、第三 €親ノ脈間ニ ハ 白色平臥軟毛ヲ上向シテ密二 生ジ、 ソノ先端ハ尖ル。 

第ー ノ種ハ眞ノ Digitaria Ischaemum Schreber ex Muhlenbekg, 1817 ( — 
—Panicum ischaemum Schseber ex Muhlenberg, lS 04： = Panicum . glabrum Gaudin, 
1811 = Digitaria Jiumifusa Persoon, 1805 = Syntherisma glabrum Schrader, 1806 = 
Digitaria glabra Beatjvois, 1812 = Panicuvi humifusum Kunth, 1829 — Paspalum 
■ ambiguum A . P . da Candolle, 1805 = Panimim ambigumn La Peyrouse, 181 3) デア 
ツテ （ Tramus , Sp . Gram . Icon . Descr . II , 1. 1491參照 ）、 日本內地デハ東大及ビ博物館 
ノ標本二就テ、信濃、霧ケ峰、及ビ北海道、旭川二產スルコトガ判ツタ〇 Komakov 氏ハ 
' “Franchet 氏ガコノ種ガ日本=全然ナイト言ツテヰルガ、ソレハ誤リデ、四國、土佐產 
ノ標本ヲ見夕”卜言フガ （ Fi . Mansli . I , 254)、コレハ分布上一寸疑問デ、アルカラ、再撿ヲ 
.要 スル。 シカシ日本內地ニモ北方ニハ未ダ處々ニ アルト 思ハレル 0 滿洲ニハ松田氏モ指摘 
サレタ樣二 極 ク 普通デ アル。 本種 ハ ドイツ ノエルランゲンデ 最初 二 記載 サレ、 歐洲ニ ハ最 
モ普通デ アルガ、 印度 高地 （ J . D . Hookek 氏 ニヨルト ヒ マラ土、 カ シユ ミール 、 シムラ ')、 
-西 チベット 、奥 支那 (Eendle 氏 ニヨル ト新疆省 貴 州省）、滿洲、 シベリァ 、 北支那 （ Maximo- 
Wicz 氏 一 Prim . F ]. Amur . 328—= ヨルト ウス 1 乙一 、 T ム—ル 4匕京附近〕二分布シ、4匕 
米 ニ モ輸入サ レテ 多 ク野生化シテ 4 ル。 松村 先生時代ニハ 日本內地デ ハ 眞ノ D . Ischaemum 
ハ少クトモ 日本人 ニヨ ツテ ハ殆ンド採集'サレテキナカツタラ シイ〇 和名ハ新ラシク慈な め 
"汊しば トシ タイ。日本 デノ 、北方的ノ 分布 ■ヲ有 スル カラ デ アル。本種ノ 異名 ノ中 Panimim 
linear e Keocker, 1787 ハ Panieum Ischaemum Sohkeb. ex Muhlenb., 1804 ヨリ早 
イガ、 Panieum lineare L .,1762 ナル印度 產ノ 別種 （ Ind . Kew . 二 南米 產ト アルノハ誤） 
■二附 セラ レタ先行名ノ タメ =用ヒラレナイ。 

第ニノ 種ハ Digitaria violascens Link , 1827 ( —Panieum violascens Kunth , 182 9) 
デ、熱帶 アメリカ C ブラジル ：)デ初メテ 記載 サレタガ、 北米 ニモ普通デアリ、印度カラ支 
'那二分布スルコトガ判ツテ斗ル〇收野博士ガ參1め汉し K 卜命名サレタ C 植物學雜誌 x 卷、 
和文 315 頁）モノガ本種デアルコトメ、、 東大 ニアル標本上ノ先生ノ手書ニ ヨ ツテ判ル。又同 
:先生ガ橫濱及ビ東京デ採集サレテ、コレトハ別種デアルト思ハレテひめひじは卜命名サレ、 
..或 ハ Panieum commuttatum デハナイカ トサレタモノガアルガ、ソノ時東京デ、採ラレタ 
.標本ヲ東大ノ標本室デ見ルト、コレ又同ジクあきめひしばデ•アルコトガ判ル。コレハ現在 
.迄ノ 通念卜同ジアル 0 慈3 げめ议しば 、 Digitaria violascens var . lasioph^lla ( Honda ) 
Tutama comb . nov . ( = Digitaria Ischaemum var . lasiopliylla Hiyama , 里予草 111 -4, 
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63,1937 = Syntlierisma Ischaeinum var . lasiophylla Honda ) ハ葉身ャ葉鞘二開出シタ、 
稍長イ毛ヤ短毛ヲ稍密生スル變種デ、 type ハ濟浏鳥產ノ Taquet no . 5026デアル。コ/ 
樣ナ毛ヲ有スル型ハ次ノ種ニモ現ハレル。 

第三ノ種ノ學名土就テハ問題ガ多ィガ、次二段々卜述べヨウ。 Merrill 氏ハフィリッ ピン 
ノ植物ヲ硏究シタ時二本種ヲ前ノ认 violascens 卜混同シテ斗タガ （ FI . Manila ，88) 後 
ソレ ニ氣ガ ツイテ Bigitaria cMnensis ( Nees ) Merrill , 1922 ( —Paspalum chinense 
Nees ex Hooker et Aenott ， 1836— Digitaria cMnensis Camus ，1923) トシタ ( Ernim , 
Philip . Flow . PI . I ，53、ココニ於テ實ハ間違ツテ cMnensis Nees トシテキル〇〇コ 
ノ說二 Hitchcock 氏モー 1 時ハ賛成シテ Syntlierisma cMnensis ( Nees ) 1922ヲ用ヒ.夕。 
シカシ Hitchcock 氏ガ P . chinense Nees ノ type ヲ檢査シタ所、 violascens Link 
二過ギナカツタコトガ判ツタ （ Christophehsen in Bernice P . Bishop . Mus . Bull . no . 
128， 8 參照）ノデ本種ノ學名ニノ、用ヒラレナイノデアルガ、ソノ上 Bigitaria cMnensis 
Hornemaishst , 1819ナル先行名マデアルノデ、 Digitaria ノ 下 デハ絕對二用ヒラレナイ 0 
Nees 氏ノ學名ヨリ古イ名デ問題ニナリサウナモノガ尙ニツアル 0 第ーハ Paspalum fus - 
cum J . S . Pkesl m C . B . Presl , Eeliq . Haenk . I , 213,1830 ( = Syntlierisma fusca 
Scribner ，1899 = Bigitaria fusca Merrill , 1928 = Panicum fuscum Presl ex Doell ^ 
pro syn . 18.77*)デアル 0 所ガ Presl 氏ノ 記載 ヲ讀ンデ見ルト問題ノ種二合ハナイコトガ 
多イ〇 Merkill 氏ニヨルト （ Philip . Journ . Sci . XXXV , 4) % Pre.sl 氏ノフ。ラ ーダ ニア 
ル原檩本ノ臺紙ニハ Bigitaria longiflora 卜問題、ノ種ノ 兩方ガ 貼付シテアリ、 Presl 氏 
ハソノ 兩方カラ記載 ヲ取ツタガ、 “莖ガ 葡フ”卜言フ 性質ハ前者 カラ取ツタガ、 他 ノ多ク 
ノ點、例へバ“瘦穗ガ 8- 15 個ダ，， 卜言フ 性質 ハ 明 ラカニ問題ノ種ノ 方 カラトツタト言フ。 
又ソ ノ他ノ 大部分 ノ 記述 ハ問題ノ種 二通用 スルカラ、コノ名ヲソノ學名トシテ 用 ヒルコト 
ガ出來ルト言フ。コノモノ ノ庫地ハ Presl 氏ニヨルト u Hab . in Luzonia ? in Peruviae 
montanis Imanoscensibus ? Mexico そ”トアツテ同氏ノ他ノ種ノ例二多クアルト同樣二 甚ダ 
不明瞭 デアルガ Merrill 氏ノ 推測 ニヨルト、ソレハフィリッピンデアルラシイト言フ〇所 
ガ Hitchcock 氏 ニヨルト •、原標本 ヤ原記载ガ不純デアルノ デ、 採用サレナイバカリデナ 
ク、 Bigitaria fusca Chiovenda ， 1919ナル先行名ガベルギー領コン ゴー デ記载サレテ4 
ルノデ;決定的二採用デキナイト言フ （Lingnan Sei . Journ . VII ，212)。 Hitchcock 氏ハ 
ソノ代リニ！? • cMnensis ヲ用ヒルノデアルガ、 ソレガ不可ナノハ前二述べ夕通リデアル。 
問題ニナル第ニノ學名ハ Pa ゆ aZ 奴 m fuscescens J . S . Presl in C . B . Presl , L c . I , 213, 
1830 (= Syntlierisma fuscescens Scuibner , 1899 = I)igitaria fuscescens J . W . Moore , 
1933二 J )， fuscescens Henrald ，1930) デ アル。 Mooee 氏 ハ Z ?. cMnensis ノ代リニ！). 
fuscescens ヲ用フ可キデアルト言フガ、 Peesl 氏ノ 原記載 ニヨルト苞頴ハ垒ク 無毛 デ、基 
ノ 下方 ハ葡フト言フ點ハ 現品 二合致セズ 、又 ScniBisrER 氏ノ Bernhard 標本 （ミス^一 1 乙植 
物園ニアル〇)ニアル Presl 氏ノ 副原 標本 ノ圖 （ Ann . Missouri Bot . Gard . X , Pl . X —1) 
ニヨツテモソノ 樣二 判斷サレ、 更二 Henrald 氏ニヨツテ モ萑颖 ガ全ク平滑デアルコトガ 
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確認サレテ 4 ル ( Meded . Eijks Herb . Leiden , no . 61) 〇 コノ種ハ Peesl 氏ニョツテ 
ペルニノ 山岳地方 二產スル ト書カレ タガ、 同書ノ訂正禰デ氏自身ニョリ カ；； フ 矛’ ル ニア 產デ 
アルト正サレテ中ル。ソレ 故ニ コノ學名 モ亦不採用卜決 ル。ソレ デ ハ、 Nees 氏 ノ學名 以後 
デ問題 ニナリ得ルモノヲ並べテ 見 ルト、 Paspalum minutiflorum Steui > el 7 1854; Paspa- 
lum filiculme Nees ex Thwates , 1859 — 64; Syntherisma Helleri Nash , 1897デ アル。 

Stetoel 氏ノ名ハ多クノ人々ニョツテ種々ノ植物ノ異名ニサレタガ、 小生 ニハコノモノ ノ 
本體ハョク判ラナイ 0 シカシ Paspahm minutiflorum Desveaux , 1831ナル先行名ガ存在 
スル ノ デ、 如何 ナル屬ノモト ニモ、 最早用ヒラレナイコトハ確カデアル。 NeeS 氏ノ名ノ、惜 
シイコトニ裸名デアツテ、？レ以後ノ丈獻ハ次ノ樣ニナル。 Fanicum filiculmis Nee s ex 

Thwaites, Bnum. PL Zey . 358, 1859-64; Wight, Cat . no . 1604； Trims,n, System . 
Gat . Flow . PI . Fer . CeyL 10 4,1885; Miqtjel, Prol.TL Jap . 162,186 6; Peanchkt et 
Savater, Euum. PI . Jap . II ,159, 1876 —77. Wight, Trihen - 雨氏 ノ名モ亦锞名デ、アツ 

テ、結局 Miquel 氏二 3 ツテ初メテ命名上有敦ニサレタコトニナル。 Miqxjel 氏ハ Wight 
氏ノ標本上二書カレタ Nees 氏ノ學名ヲ採用シタガ、記載文ノ基ニナツタモノハ Siebold 
氏ガ rwajagama 卜 ITsogami 附近（長崎市ノ岩屋川？澝上?）デ採集シタ檩品デアル 0 卽チ 
Paspalum filiculmis Nees .ex Miquel ノ type ハソレガ初メテ印度產ノモノニ名付ケラ 
レタニモ關ハラズ、日本產ノモノニナル譯デアル 0 Siebold 氏ノ標本ヲ記載スルニ當ツテ 
Miquel 氏ハソレガ或ハ Paspalum ~brevifoliim (卽チ今日 ノ Digit aria longiflom 歲ハモ 
ツト正確ニノ、 Z >. pseudo-ischaemum) デ、ハナイ カトノ疑問7持ツタガ、トニカク、上ノ名 
デ、發表シタノデアル 0 今ハ SIEBOLD 氏ノ原標本ガ見ラレナイノデ、--寸困ルガ、 MlQTJEL 氏 
ノ、ソレト同時二、ソノ次ノ項二同ジク日本產ノ Siebold 氏/採集瘭本二基キ、 Paspalum 
filiforme Swaetz 7報吿シテ、兩者ヲ比較シテ斗ル。コノ兩#ハ上ノ第二及ビ第三ノ種 
ノ何レカデアルコトハ前後ノ事情カラ想像出來ル。 Miquel 氏ノ所請 filiforme ハ氏自 
身ノ舀ヲ借リテ良へバ 、 Supenori af 6111 is sed tenemis , culmi debues ImmiliOTes magis 
foliosi , .... spiculae quamvis similes ， minores ” 卜言フノ デアツテ、今後者ヲ第三 ノ種 
トシ前者ヲ第ニノ種トスレバ、誠ニピツタリスルノデアル 0 ソウスルト Pasp. filiculme モ 
亦第ニノ種ノ異名ニナツテシマツテ、問題ノ第三ノ種トハ關係ガナイコトニナル。 Miquel 
氏ニョツテ記載ガツケラレル前ノ Paspalum filiculme JSTees ハ多分二不確カナモノデアル 
ラシク、 Trimek 氏 ハ Handb . Fl . Ceyl. V, 124, 1900中 デ Digitaria longiflora / 異名二 
加へテヰル。ハワイデ記載サレタ Syntherisma Helleri Nash in Minnesota Bot . SteudL 
I，798, pi . 44, 1897) ノ 、比較的 二新シク記載サレタタメニ長イ記相 文 ヲ‘ツテ ヰ ル 0 本種 
ハハワイ'ノ禾本ノ、自身デモ硏究シテ大變委シイ Hitchcock 氏ニョツテ、！). chinensis 
( Nees ) 卜同一種卜認メラレテ ヰ ルシ、又同氏ハ廣東ノ禾本ニモ委シク同地ノ D. chinensis 
( Nebs ) モ熟知シテキルノデアルカラ、廣東 方面 カラ 更二 日本二 迄 擴ガツテ ヰ ルト考ヘラ 
レル第三ノ種トモ亦同一種デアルコトハ疑ヒナイト思フ。唯 Nash 氏 ノ記相文-ノ中デ第 
二舊穎ガ7脈ヲ有スルト言フノハ見誤！；デアルト思フ。コノ種ノ第二邀穎ハ近緣種卜共二 
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常二3脈デアル喾デアル。ソレ故二 Bigitaria KeUeri ( Nash ) ノ新龃合セヲ必要トス 
ル樣二思ッタ〇所ガ最後ノ瞬間二於テ、京大理擧部ノ植物擧敎室所藏ノ JUNGHUHN 氏 
著 Plantae Junghumiianae , Enumeratio Plantarum quas m Insulis Java et Sumatra 
detexit Fr . Junghuhn ぐ本著作ハ普通 Miqtjel 氏ノ著トナツテ斗ルガ、同氏ハソノ中ノ 
—部ノ擔當者二過ギナイ〇)中ノ BiiSE 氏ノ記相文ヲ讀ムコトガ出來夕結果、 Digitaria 
ropalotricha BiisE, 1854 ,コソ第三ノ種ノ正シイ學名デアルコトヲ發見シタ。コノ名ハ 

C . A . Backee ■及ビ D . F . van Sloote.n 兩氏ノ Geillustreerd Handboek der J avanische 
Theeonkruiden p . 50, pi . 50 ヲ見ルニ及ンデ、更二確メルコトガ出來夕 b 

一寸橫道ニナルガ Miqtjel 氏ハ Siebold 氏ノ日本二於ル採集品二基イテ、他二 Pasvalum 
brevifolium FLtjGGE ヲ報吿シテ斗ルガ （1. c .) 、コレニハ何等ノ說明ヲ加へテヰナイノ 
デ、原標本ヲ見ナイ 中 ハ 何 デアルカ判斷デキナイ0 Franchet , Savatier 兩氏ハ Enum . 
PI . Japon . II 二於テ、 Miquel 氏卜同樣二、 Paspalum trevifolium, P. filiadme, P. 
filiforme ノ三種ヲ報吿シテ斗ル。コノ中第ーノ P . brevifolium ハ橫須賀附近ノ稻田ノ中 
デ採ツタモノ ノ由デ、記載カラ判斷スルト Digitaria violascens デアルト思 ハ ' レル。 唯、 
小穗ノ小サスギルコト （1 mm ヨリー寸大キイト言フ）、ソレガ無毛ダト言フコトハ實際'卜 
合ハナイ點デアル。花ハ十月. 二 咲クト言フ。第ニノ P. filiculme ハ第ー ノ種二 似テキル 
ガ、ソレヨリ長イ葉卜、長イ瘦穗トヲ有スルト言フカラ、恐ラク Digitaria ropalotricha デ 
アルト思ハレル。第三ノ P . filiforme 二就テハ、ソレニ當ル日本库ノ標本ヲ未ダ見テキナ 
イト言ッテ •+ ルガ、事實'日本二 P. filiforme (=D. filiformis) ガナイコトノ、後二述べル 0 

Hackel 氏ハ日本內地產トシテ、 Panicum glabrum, P. violascens, P. parvulum ヲ報 
吿シテ 4 ル ( Bull . Herb . Boiss . pro 1899, 643)。 Faurie 氏ノ標本ヲ見ナイ中ハ斷言ハ 
憚 ルガ、 第ー ノ種ノ 、擧ゲ ■テアル產 地カラ見テ、 i " sc 办 ctemitm 卜 D. violascens V 
ノ混合物.デシラウト想像スル0第ニノ種，、後二沖繩ヤ臺北カラモ報吿シテキルカラ ac . 
721，723)、 D. ropalotricha デハナイカト思フ。尤モ朝鮮カラ報吿シタ P _ violascens (1. c . 
pro 190 3, 501) ハ眞物カモ知レヌ。第三ノ種ハ Franchet , Savatiee 兩氏等ノ丈獻ニヨツ 
テ鞀介シタモノ 二 過ギナ イシ、氏ニヨ レバソレガ兩氏ノ Paspalum brevifolium (卽チ今 
日ノ Digitaria longiflora) - 當ルト言フガ、兩氏ガ旣二當テ違ヒヲシテ斗ル以上ハ、眞ノ 

D . longiflora ガ日本二報吿サレタコトニハナラナイ 0 尤モ後二同氏ニヨリ同名ノラトニ臺 
灣デ報吿サレタモノハ屈尺 Faurie no . 744デ、コレニツイテハ後述スル。 

サテ本題二歸ッテ、 Digitaria ropalotricha ノ 和名ノ、新シクたち & ZA しぼトシタイ 0 日本 
內地デ ハ 南部ノ紀州ャ九州中南部及ビ東部?、屋久島二分 布シ、 琉球ャ臺灣デノヽ相當大形 二 
生育スル。 小笠原鳥 ニモ 多ク入ッ テ 居リ、南洋群烏 ニモアル 0 又南支、 フィリッピ ン 、印度、 
熱帶オー スト ラリヤ 、ハワイ、 ポリネ シア ニ分布 シテ斗ル。 前述 ノ樣二 本種ニモ亦葉鞘ヤ葉 
身 二 毛 ノ名クアルモノガアツ テ、 ソノ學名ハ Digitaria ropalotricha var . villosa(KENG) 
Tuyama , comb . 110 v . ( = Digitaria violascens var . villosa Keng in Sunyatsenia vel 
Journ . Bot . Inst . Sun Yatsen 1111 iv * Canton III -1 ， I 9 ， 1935) トシ、 砂たちめ饮しぼと 
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呼ビタイ。コレハ最初 Hitchcock 氏ニヨッテ廣東附近二稀ニアル由ヲ報ゼラレ、耿氏二 
ヨツテ、更二安南ニモアルコトガ與 I ツタ〇 日本 デハ 肥 後カラコレニアタル標本ガ得ラレタ〇 
耿氏ハコレヲ刀 . violascem ノ 變種ニスルケレドモ氏ノ記載カラ見テ（小穗ハ長サ 1.5 mm 
ナリト言フ。）、 D .ropalotricha ノ變種卜思ハレル 0 Hitchcock 氏:ガ廣東デ！). Ischaemum 
卜報吿シテ斗ルモノ (Lingnan Sci . Journ . VII ， 211) ハ、分布上カラ見テモ7?. violascens 
デアルト思ハレル 0 ソウシテ見ルト耿氏ノ變種ハ眞ノ D . violascens ノ變種デ、ハアルマイ 
力、卽チ上記ノ 2?. violascens var . lasiophylla 卜同ジモノデノ、アルマイカトノ疑ヲ生ズル 
ガ、氏ノ丈章カラシテ、氏ノ D . violascens ハ D . cMnensis ( Nees ) ヲ意味スルモノデ 
アルコトガ判ルノデ、ソノ心配ハナイ。 

臺灣二 Digitaria longiflora ( Retzius ) Persoon ガアルト言ッタ最初 ノ人ハ Rendle 
氏 （ l _ c .) デアル 0 東大ノ德本室ノ中二、早田博士ニヨッテ！). longiflora 卜鑑定サレタ臺 
灣產ノ德本ハニ枚（一枚ハ上逑ノ Faxjrie no . 744) アルガ、二枚トモソレ ( Henrald 
氏ニヨルト 、 longiflora ノ、米洲ノモノデ、東洋ノモノハコレニ極ク逛イ Digitaria 
pseudo^schaerfium Bxjse デアルト言フ 0 前者ハハワイニ迄ハ確カニ來テ4•ル。一 Meded . 
Eijks Herb . Leiden no . 61") トモ又 Z ). pseudo-ischaemum トモ聊力異ッタモノ デ 
T ). ropalotricha デナクテモ、 ソレニ非常二似タモノデアルガ、莖ヤ葉ノ性質ガ少シク異ル 
樣デアルノデ—寸保留シテ置キタイ0ちやぼめひしばノ名ガ若シ殘ルトスレバコレニ殘ル 
ノデ、アラウ Q Digitaria pseudo-iscliaemum Buse ノ、長ク匍フ莖ヲ有シ、葉ハ短ク、厚 
質デ、、 瘦穗ハ數少ク 3-4 cm シカナイモノデアルシ、 又潁杲 ハ淡黃 色ヲ呈 スルモノデアル 0 
薹灣 ノ檩本デコレニ當ルモノハ 京大 ノ 標本室 デ見タコトガアル0コレニ對シテは汉め汉し 
紱ノ新和名ヲ與へタイ0 

臺北デ牧野 先生 ガ採集サレター 枚 ノ檩本 （基隆、 Nov . 4, 1896) ハ上記ノ何レデモナ 
:イ。一見たちめひしば二似テヰルガ、莖ハ匍ッテ各所ヨリ發根シ、上端ハ斜上シテ高サ十 
數 cm 二及ビ、葉ハ長サ3 cm 幅 3 -4： mm 許デ線狀ヲナシテ軟ヵク、葉銷卜共二稍長イ或ハ 
短イ毛ヲ混合シテ稍密二開出シテ生ジ、瘦穗ハ 3-4 cm 許デ3- 4 個ヲ集リ生ジテ開出シ、小 
穗ハ 1.3 - 1.5 mm デ荀 M ノ脈間ニハ白軟毛ヲ密二臥生スル〇コノモノ ノ學名ハ Digitaria 
perteimis BiiSE ， 1854デ（委シクハ瘦穗軸二剛毛ヲ有シナイカラ /3. glabrescensB tjse 
二屬スル〇)、 スマトラ附 近ノ バンカ 烏デ最初二記載サレタモノデアリ、和名ハ5ぶ硤め W 
し拔トシタイ。原記相丈ハ簡單ナモノデアルガ大體二於テ要ヲ得テヰル。 Henkald 氏二 
3 レパ IK pertenuis ノ小穗ノ長サハ 1.2 mm デアルト言フガコノ點ハー寸臺灣ノモノニ 
疑問ノアル所デアル。同氏ハ Eidley 氏ノ pertenuis 夕、 D . pseudo - ischaemum デアリ 
( FI . Malay Penins . V , 214) A . Camus 女史ノ D . pertenuis モ又何力別物ダト言ッテヰ 
ル。 （ Lecomte , M . Gener . Indo-Chine VII , 404參照)〇ソレ故臺灣ノ D . pertenuis ガ 

コレラノ記载トー致シナイコトハ當然ノコトデアル。 ‘ 

以上述べ夕 I >. JseTuzemwm 以下ノ四種ハ何レモ瘦穗ノ軸二翼ガ出ル系統ノモノデアルガ、 
臺灣ニハ別二翼ガ全然出ナクテ、シカモ廣橢圓狀ノ小穗ヲ有シ上ノ四種ヨリ全體ガ遙力= 
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植物硏究雑誌第十八卷第一號 


織細ナ外觀ヲ呈スルモノガァル 0 和名 ハほそめ汉しぼデ從來 D . filiformis Kobler , 1802 
(—Panicum filiformis Linnaeus , 1753 = Paspalum filiforme Flugge , 1810 — non 
8wAB,vz=8yntherisma -filiformis Nash , 1895) 卜呼バレテ來タガ、實ハ Digitaria 
pedicellaris Pbain , 1903 ( —Paspalum pedicellare Trxnius ex Steudel , 1840 = Pani¬ 
cum pedicellare Hackel , 190 6) デアル 0 前者ハ熱帶 アメリカ ノモノデアリぐ後者ハ印度 
カラ初メテ記載サレタモノ■デアツテ、互=ヨク似タモノデアルガ、' 前者ノ小穗ハ長サハ. 

1.8 mm デ、 小穗柄ノ 長. イ方ノモノ ノ、小穗ノ 長 サト同 長 位デ、アルガ、 後者 ノ小穗ノ長サハ 
1.3-1.5 mm 許=過ギズヨリ小形デアルガ、小穗柄ノ長イ方ノキノハソレトハ逆二小穗ノ 
長サノニ倍以上モアツテ互二異ツタモノデ、アル。コノコトハ記相丈ノ比較及ビメ ギ シコ 產. 

ス D . filiformis ノ 實物ノ標本カラ碼メ得夕〇唯 Hackel 氏ノ指摘スル第三荀頴ノ脈ノ差 ' 

ハ明ラカデ'ハナカツタ。 _ D . pedicellaris ニアツテハ小穗柄ハ開出スル由デアルガ、東大二 
アル臺灣ノ唯一枚ノ標本デハソノコトハ確メラレナカツタ。『臺灣ノ標本デハ荀穎上ノ毛ハ 
腺毛卜言フヨリモ先端ガー寸棍棒狀=膨レテ4ルノデ、ソノ程度ハ！).. Ischaemum 二於' 
ケルモ/ヨリ.モ低イ〇本種ハ印度、ビルマ、フィリッピン等二分布シテキルコトガ判ツテヰ 

ル0 * 

尙コレラト同ジ群二入ルト思ハレルモノ ニ Paspalum minutiflorum Steudel Variat : 
eulmis eaespitosis numilioribus (%-^4- pedalibus ) ; racemis binis vel terms , quarto 
saepe r emotion Japon . ( Synop . Pl . Gram . I ， 17) ガアツテ、特二日本產卜斷ツテアル 
ガ、如何ナルモノデアラウカ。以上デ日本及ビ臺灣產’ ニ ハー通リ觸レタガ、臺灣ニハ未ダ 
多クノ雜韋的ノ Digitaria ガ未鑑定ノ儘殘ツテ斗ルノデノヽナイカト思ハレル。 

日本產ノ 刀切 i 古 aria . 屬ノ 中小笠原鳥產ノ Digitaria platycarpha Stapp Panicum 
platycarphum Trinius , 1934 = Panicum tristachyum Hackel ^ 1904 = Syntherisma 
platycarpha Honda , 1930) し统豸や 5 绥しぼハ最モ變ツ タモノデアル。 ( Trinixjs ， Sp . 
Gram . Icon . Descr . Ill , t. 356 參照）。本種ハ同地ノ父島ャ弟島ャ兄島ノ岩山ノ上/秀地 
=同地二特有 ノ Crepidiastrum grandicollum y Aristida ioninensis, - Sedum boninense 
等ノ箪本卜共二、日照ノ强ィコトト、風ノ强ィコトト、乾燥シテヰルコトカ組合サツテ、高 
山 植物 ノ群落ご似夕、 7 贤態ヲ呈シ、輸入ノ雜草二犯サレナイ原ノ 植物 相ヲ示シテ斗ル。本 
種ハ Z ). Gaudichaudii Henrald (マリアナ列烏產）、 pectinata Henrald (チモール 
島産)，！). paciflca Staff (クリス マス鳥産）， D . stenotaphroides Staff ( カロ 1 ) ン群島ヨ 
リ パゥモツ 鳥二到ル間二產ス〇)卜共二分類學上孤立シタ Solitaria 節ヲ作リ、分布上興味 
ノ深ィモメデアル。コノ節ノ特徵ハ、上二述べ夕他ノ凡テノ種ガ瘦穗軸ノー個所カラ小穗ガ 
二 個又ノ 、二 個以上ガ組ニナツテ出ルノ ニ對シ テ、各小 穗ハ獨 立シテヰ ルノデ アル。 Staff 

( Kew . Bull , pro 1906, 78) Henrald (1. c .) Pilger ( Engler , Pfl .- fam . ed . 2,14 — e ，52) 、 
ノ諸氏ハ本節中デ小笠原鳥產ノモノノミハ山頂二生ジテ居ルノニ對シテ、他ノ種ハ皆、大洋 
中ノ珊翊礁烏上〒產スルト强調シテ言ツテ牛ルガ、小笠原烏デモ必ズシモ高イ山頂ニブル 
譯デハナク、特二中硫黃鳥ヤ、南硫黃烏デハ極ク海岸二近イ所ニモアツテ、他 ; ノ種卜特二違 
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ツタ所二生ェテ斗ルトハ言へ-ナイ樣デアル。本種ノ異名ノ中、 P. platycarphum Tkinitjs 
卜 P. tristcichyum Hackel トハ、.前者ハ先二述ベタ C. Wright 氏ノ、又後者ハ松村博 
士ノ限ラレタ少數ノ標本ニヨリ各獨立二記載、發表サレタタメニ、ソノ記相文ニハ多少ノ 
食ヒ違ヒガアル。 HeneaIjD 氏ハコレ7指摘シテ （Meded. Eijks Herb. Leiden, no. 61, 
18) モシ兩者ガ別種二屬スべキモノトスレパ、 D. tristachya ( Hackel ) ニハ旣二 D • tri- 
stachya Schultes , 1824ナル先行名ガアルカラ、新ラタニコレニ對シテ！). Matsumurae 
Henrald ヲ用意スルト言ツテ牛ルガ、コノ新名ハ全ク不用デアル0何トナレバ、小笠原 
烏ニハ、小生ノ見ル所、實際一種類シカナイシ又兩氏/記相文ノ差違ハ單二標本上ノソレ 
二過ギナイ。唯 Trinius 氏ガ小穗ガ銳頭デ、アルトスルニ比シ、 Hackel 氏ハ第三窗顔ガ長 
橢圓デ著シク鈍頭デアルト言ツテヰルガ、コレハ矛盾スルモノデナク、兩方共二眞デアル0 
卽チ穎果ハ尖ツテ4テ小穗全體二尖ツテ牛ル 外觀 ヲ與ヘルガ、ソレニ密着スル 第 三苞観ハ、 
ソ.レヨリ 0.5 mm 位短カク、且著シク鈍頭ナノデアル。コノ特徵ハ同ジ節ノ中ノ他ノ種 
トノ重耍ナ區別點ノーツトナル。又第三避穎ニツキ、 Tmnius 氏ハ七脈ヲ有スルト言ヒ 
Hackel 氏ハ五脈ヲ有スルト言フガ、後者ハソノ背面ノ平夕〆部分ニダケニアル脈ヲ數へ 
タモノト思ハレル0事實、笫三苍顏ノ腹面二折曲シテヰル部分ノ脈ノ數ハ見ルコトガ不便 
ナノデ Hackel 氏ノ樣二敷へル禾本學者ガ多イノ.デアル。 ’ 

最後二我ミク〇ネシア產ノ Digitaria /中、 最近二重二出版サレタモノガニ三アルガ、 
ソレハ次ノ樣二整理出來ル。 

Digitaria Mezii Kanehxra ^ FI. Mierones. (南洋群島植物誌）._〇1，1983 ( =Bigitaria 
mariannensis Mez , 1924 =Svntherisma Mezii Hosokawa ^ 19^ ~ Bigitana latronum 
Henrakd , 1934， syn. nov. - non Digitaria mariannensis Merrill ， 1914),蜂つ 

汉し K 。 

Digitaria stenotaphrodes Stapf, 190 6 (= Panicum stenotaphrodes Nees ex 
Steudel , 1854： =Syntherisma stenoiaphroides Chase ブ 1906 = Syntherisma stenotaph- 
rodes Hosokawa, 193 5)， 冷いへい冷 5 め汉しぼ。 

Digitaria Gaudichaudii Henrali >， 1930 { — Digitaria stricta Gaudichaud ^ 1826 
= Syntherisma stricta Hosokawa , 1935— Panicum Gaudichaudii Ktjnth , 1833 一 non 
Digitaria stricta Both , 1821)， は敦め汉しほ、。 

以上ノ他同地ニハ発二觸レタ D. chinensis Hornemann, なよめひしば、 D. micro- 
bachne Heneald, め ひ しばもどき、 D . adscendens Henrald Syntherisma cihans 
(non Schrader) Hosokawa 1.e.), ねつたぃめひしば、 P. ropalotricha Buse ; たちめひ 
しば！) • longiflora Persoon ^ はひめひしば C コレハ檫本ヲ見テ居ナイガ D. pseudo-ischae- 
似■カモ知レナイ〇) ノ他二 Digitaria mariannensis Merrill , 1914, E リあ忽め S4 し 
您、 DigitariaRobinsonii Merhill, 1914,尨ん冷 $ め汉しぼノ諸種ヲ產スル0 




